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はじめに

介護施設は、高齢者の生活の場であり、介護を必要とする
人がほとんどである。

施設入所者は感染症に抵抗力が弱く、職員や家族等の面
会者、委託業者により二次感染を受けやすく、集団感染し
やすい環境である。



ノロウィルスの基礎知識
ノロウィルスとは？

人の小腸粘膜で増殖するウィルスで、主に11月から3月
にかけて胃腸炎を起こす。

感染力が強く、微量（10数個から100個程度)のウィルスで
も発症し、保育園や高齢者施設などの集団生活の場では
集団発生を引き起こす。



〈特徴〉

下痢だけでなく嘔吐も引き起こす。

吐物が乾燥することにより空気感染を起こす可能性がある。

消毒液、アルコール、高温に対する抵抗力が強い。

〈主症状〉

嘔気、嘔吐、下痢、腹痛、発熱(37～38℃程度)

感染から発症までは24～48時間。

通常は1～2日程度で治癒。

2週間～1か月は糞便中にウィルスが排出される。



〈感染経路〉

接触感染、飛沫感染、空気感染。

〈注意点〉

体力の消耗を防ぐために、水分と栄養補給を十分に行う。

下痢止め薬を使用しない。

〈治療法〉

抗ウィルス薬はなく、輸液等の対症療法が主体。















まとめ
・感染源の排除

・感染経路の遮断

・人間の抵抗力の向上

・手洗い、うがいの励行

・環境の清掃


